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願
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託
せ
る
政
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は

願
い
を
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る
政
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は
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18
歳
選
挙
権

を
機
会
に
選
挙

の
意
味
を
自
問

し
て
み
る
と
、

〝
白
紙
小
切
手
〞
を
切
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　

ナ
チ
が
台
頭
し
つ
つ
あ
っ

た
頃
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
を
唱
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
は
、「
民
主
主
義
の
脅
威

は
全
体
主
義
国
家
の
存
在
よ

り
も
我
々
内
部
に
あ
る
態
度

や
制
度
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
の
言
葉
を
遺
し
て
い
る
。

　

為
政
者
へ
の
白
紙
委
任
状

は
政
治
不
信
の
態
度
表
明
か

も
し
れ
な
い
が
、
ど
れ
ほ
ど

危
険
な
こ
と
か
。
現
在
で

は
、
少
数
の
全
体
主
義
国
家

は
、
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
す
る
が
、
他
国
の
国
体

を
か
え
る
ほ
ど
の
大
脅
威
に

は
な
っ
て
い
な
い
。む
し
ろ
、

老
朽
化
し
た
民
主
主
義
国
家

の
内
部
に
脅
威
は
あ
る
。

　

挫
折
と
失
敗
を
繰
り
返

し
、
多
く
の
人
命
を
犠
牲
に

し
つ
つ
何
と
か
今
日
の
民
主

主
義
体
制
を
、
よ
り
国
民
福

祉
と
格
差
是
正
の
方
向
へ
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
の
が
人
類
の

英
知
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
、
過
去
の
過
ち
を

忘
れ
た
英
雄
待
望
論
や
短
絡

的
な
不
満
か
ら
く
る
清
算
主

義
と
い
う
脅
威
は
人
び
と
の

心
の
中
に
あ
る
。

今日の数字

15.9兆円
　日本の富裕層上位40人の資
産総額（2015年）。全世帯の
下から53％程度に匹敵。
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保
革
を
超
え
た
共
同
を

保
革
を
超
え
た
共
同
を

保
革
を
超
え
た
共
同
を

保
革
を
超
え
た
共
同
を

で
、
１
９
９
０
年
前
後
か
ら

日
本
型
の
「
企
業
国
家
」
は

行
き
詰
ま
っ
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
大
衆
の
不
安
・
不
満

を
煽
り
、
政
敵
を
叩
い
て
リ

ー
ダ
ー
へ
の
白
紙
委
任
を
迫

る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
が
横

行
し
た
。
風
に
煽
ら
れ
た
有

権
者
は
、「
構
造
改
革
」
や

「
政
権
交
代
」
に
期
待
し
た

が
、
裏
切
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
大
阪
で
は
、「
小
泉
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
さ
せ
た
橋
下
維
新

が
登
場
し
た
。

大
量
棄
権
層
の

動
向

　

い
ま
、
１
０
０
０
〜
２
０

０
０
万
の
有
権
者
が
行
き
場

を
失
っ
て
投
票
所
に
足
を
運

ぶ
か
ど
う
か
で
迷
っ
て
い

る
。
国
会
で
多
数
を
得
て
い

る
と
は
い
え
、
安
倍
政
権
は

民
主
党
に
大
敗
し
た
２
０
０

９
年
の
得
票
さ
え
回
復
で
き

な
い
、
砂
上
の
楼
閣
だ
。
２

０
１
４
年
総
選
挙
で
の
全
有

権
者
に
占
め
る
絶
対
得
票
率

（
比
例
）
は
17
％
に
過
ぎ
な

い
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、

「
新
自
由
主
義
」
や
「
靖
国

派
・
改
憲
派
」
と
は
相
い
れ

ず
、
安
倍
自
民
に
も
民
進
に

も
、
維
新
に
も
戻
れ
ず
、
共

産
に
は
躊
躇
す
る
保
守
層
の

存
在
が
あ
る
。

自
公
支
え
る

維
新

　

戦
争
法
反
対
を
契
機
に
広

が
っ
た
、
野
党
・
市
民
共
闘

が
実
を
結
ぶ
か
ど
う
か
は
、

「
平
和
主
義
、
立
憲
主
義
、

民
主
主
義
を
取
り
戻
す
！
」

と
い
う
共
通
目
標
で
、「
保

革
を
超
え
た
共
同
」
を
広
げ

ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
沖
縄

県
知
事
選
や
全
区
で
勝
利
し

た
14
年
総
選
挙
で
の
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
の
た
た
か
い
を
32

の
一
人
区
選
で
再
現
で
き
る

か
だ
。　

　

４
人
区
の
大
阪
で
は
選
挙

戦
は
複
雑
だ
。
お
お
さ
か
維

新
は
民
進
、
共
産
を
落
と
す

た
め
に
、
２
人
の
候
補
者
を

立
て
て
い
る
。
安
倍
自
公
政

権
と
そ
の
補
完
勢
力
で
あ
る

お
お
さ
か
維
新
を
許
す
の
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

選
挙
で
、
も
う
風
は
吹
か

な
い
。
行
き
場
を
失
っ
て
い

る
有
権
者
に
対
面
的
な
政
治

対
話
を
通
じ
て
強
固
な
支
持

を
広
げ
る
組
織
戦
・
陣
地
戦

の
時
代
が
来
て
い
る
。
戦
争

法
廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名

や
社
会
保
障
の
改
悪
を
許
さ

な
い
た
た
か

い
な
ど
、
反

貧
困
、
反
基

地
、
反
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
脱
原

発
、
憲
法
・

民
主
主
義
擁

護
な
ど
安
倍

政
権
に
対
抗

す
る
新
し
く

大
き
な
共
同

を
ど
れ
だ
け

広
げ
ら
れ
る

か
だ
。

（
終
わ
り
）

　

参
議
院
選
挙
で

の
各
党
の
趨
勢

は
、
行
き
場
を
失

っ
て
い
る
大
量
棄

権
層
の
動
向
に
か

か
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
が
進
展
す
る
中

衆院選比例区の各党得票数（議席数）

2009年

2012年

2013年
（参院選）

2014年

1881
（119）

民主
2984
（308）

300
（5）

805
（21）

494
（9）

300
（7）

142962
（57）

1226
（54）

524
（18）

711
（31）

369
（8）

713
（17）

635
（8）

475
（8）

756
（11）

515
（8）

838
（41）

731
（35）

606
（21）

977
（73）

1662
（294）

1846
（65）

1765
（291）

自民

維新

みんな 公明 共産

次世代 生活

社民

102
141 131

125
（1）

（単位：万票）

㊦冨田宏治氏（関西学院大学
法学部教授　）が語る

　

経
済
政
策
で
は
大
企
業
支

援
や
金
融
緩
和
を
柱
と
す
る

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
し

て
、
民
進
・
共
産
は
格
差
是

正
や
国
民
生
活
の
優
先
を
掲

げ
た
。

　

自
公
政
権
が
再
延
期
（
２

０
１
９
年
10
月
実
施
）
し
た

消
費
税
増
税
で
は
、
増
税
そ

の
も
の
の
「
断
念
」
を
掲
げ

た
の
は
共
産
の
み
。
民
進
・

維
新
は
実
施
時
期
を
明
示
せ

ず
「
延
期
」「
凍
結
」
と
し

た
。

　

憲
法
違
反
の
安
保
法
制
で

は
、
民
進
・
共
産
は
「
廃

止
」
を
表
明
し
、
法
案
に
賛

成
し
た
お
維
新
は
推
進
の
立

場
だ
。　

　

医
療
・
社
会
保
障
で
は
、

自
民
は
「
自
助
・
自
立
」
を

第
一
に
し
た
社
会
保
障
の
構

築
を
掲
げ
た
。
民
進
は
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
を
掲

げ
る
一
方
、
国
保
の
都
道
府

県
化
を
押
し
出
す
。
お
維
新

は
国
民
皆
保
険
を
形
骸
化
さ

せ
る
混
合
診
療
の
解
禁
や
患

者
負
担
増
に
つ
な
が
る
給
付

と
負
担
の
見
直
し
に
言
及
す

る
。
共
産
は
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
に
加
え
、
窓
口
負
担

の
引
き
下
げ
も
打
ち
出
し
て

い
る
。

　

主
要
な
争
点
で
野
党
間
に

も
温
度
差
が
あ
る
。
医
療
や

平
和
を
守
る
政
党
を
見
極

め
、
安
倍
政
権
に
厳
し
い
審

判
を
下
す
一
票
を
投
じ
た

い
。

　

参
院
選
の
投
開
票
が
10
日
（
日
）
に
迫
る
。
歯
科
医
師

・
患
者
・
国
民
の
願
い
を
託
せ
る
党
は
ど
こ
な
の
か
。
主

要
な
争
点
に
つ
い
て
各
党
の
公
約
を
比
較
し
た
。

 
⇒

関
連
②

参 院 選
各党公約

消
費
税
、安
保
法
制
、社
会
保
障
…

各党の主な医療・社会保障政策

各党の　
主な　　
選挙政策

自　民 公　明 民　進 お維新 共　産

経済政策 アベノミクス推進 アベノミクス実行 公正な再分配を
実現

新規参入規制の　
撤廃・緩和を行う

国民の暮らし最優先
の経済政策に転換

消費税増税 2019年10月に実施 2019年10月に実施 2019年４月まで
延期

2017年４月実施は
凍結 きっぱり断念

歯科医療政策 歯科医療を推進 記載なし 充実 記載なし 充実
安保法制 推進 推進 白紙撤回 推進 廃止

原発 重要なベースロード
電源　　　　　　　

将来的に「原発ゼロ
社会」をめざす　　

2030年代原発稼働
ゼロ　　　　　　 原発依存度を下げる 即時原発ゼロ

　

「
大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡

会
」
が
技
工
問
題
を
考
え
る

懇
談
会
を
６
月
19
日
、
大
阪

保
険
医
会
館
で
開
催
し
、
歯

科
技
工
士
14
人
、
協
会
か
ら

戸
井
逸
美
・
辻
本
勝
両
副
理

事
長
、
江
原
豊
理
事
が
出
席

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
連
絡

会
の
石
橋
哲
夫
代
表
が
あ
い

さ
つ
。
歯
科
技
工
問
題
は
歯

科
医
療
全
体
の
問
題
で
あ
る

と
し
、
協
会
と
同
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
国
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
運
動
の
広
が

り
を
強
調
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
西
川
勝
美

氏
が
、「
保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
を
紹
介
し
、
技

工
問
題
の
原
因
が
低
歯
科
医

療
費
政
策
に
あ
る
こ
と
を
訴

え
た
。

　

解
決
策
の
一
つ
と
言
わ
れ

る
技
工
所
か
ら
の
直
接
保
険

請
求
に
つ
い
て
、
課
題
が
報

告
さ
れ
た
。

　

意
見
交
流
で
は
、「
歯
科

技
工
問
題
を
歯
科
技
工
士
や

歯
科
医
師
の
問
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
て
は
解
決
で
き
な

い
。
国
民
の
口
腔
内
の
健
康

を
左
右
す
る
問
題
と
し
て
、

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
」「
直
接

請
求
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

が
技
工
士
が
一
致
団
結
で
き

る
要
求
は
こ
れ
し
か
な
い
の

で
は
な
い
か
」
―
―
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
た
。

　

連
絡
会
と
協
会
は
今
後
も

連
携
し
技
工
問
題
の
解
決
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

歯科技工士と懇談

近ブロ調査結果など報告

自　民
•「自助」・「自立」を第一に、した社会保障制度の構築

公　明
• 保険者によるレセプト・健診データ等を活用したデー
タヘルスの推進、ヘルスケアポイントの付与等のイン
センティブ措置の導入

民　進
• 診療報酬の引き上げに取り組む
• 保険者間の負担の公平化、国民健康保険の都道府県単
位化など医療保険の一元的運用を進める

お維新
• 受益と（給付）と負担（保険料）を明確化し、適正な
保険料の設定・給付を実現
• 混合診療の解禁
• 株式会社の参入促進を始めとする医療法人の改革

共　産
• 医療費の窓口負担、国民健康保険料（税）を軽減
• 診療報酬の引き上げや保険診療の拡充
• 小学校就学前の子どもの医療費を所得制限なしで無料
化する国の制度を創設

消
費
税

自
公
「
19
年
10
月
実
施
」

民
維
「
延
期
・
凍
結
」

共
産
「
断
念
」


